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事例１ イネの生育調査のデータを分析し考察したことを説明する事例

イネの生育調査１ 単 元 名

２ 単元目標

○設定した条件ごとに記録した生育データをグラフ化することができる。

○グラフをもとに生育過程の変化を読み取ることができる。

○生育過程の変化を設定した栽培条件と比較し、適切な栽培密度を考えることが

できる。

○イネの生育状況を栽培条件と生育データから客観的にまとめ、わかりやすく発

表することができる。

３ 単元計画

次 程 学 習 内 容

一次 イネの生育調査・観察記録の整理とグラフ化による分析 （本時）（ ）2

二次 生育調査報告会用の発表原稿・資料作成（ ）4

三次 生育調査報告会（ ）2

４ 本時の目標

イネの観察記録のデータを整理した後、標準区と対象区の生育データの比較を通

して、適切な栽培密度を考えることができるようにする。

５ 本時の手立て

１ 収集したイネの生育データをあらかじめグラフに整理させておく。

２ 自分の考えを整理しまとめられるようワークシートを使用させる。

３ グラフから読み取れることを付箋紙に書き出しワークシートに添付させる。

４ 個人で考え、考えたことをワークシートに記述させるとともに班員に説明さ

せる。

６ 本単元で実施する主な言語活動の意図

農業科では、プロジェクト学習法を用いた体験的、探究的な学習を通して科学的

な見方や考え方を育成します。農業生産の基礎科目「農業と環境」における科学的

な見方や考え方とは、生産性を高めるという課題解決のために、栽培する農業生物

の特性と栽培環境等を関連づけて考察することです。

本単元の学習活動では、生育予想をもとにイネの栽培条件を変え、生育の変化を

観察し、結果の整理・分析を行います。そして、収集した生育データをもとに、イ

ネの生育にとって適切な栽培密度と、その根拠を自分の言葉でまとめ、他者に説明

する言語活動を行います。このような言語活動を授業に仕組むことで、イネの生育

変化の推移と栽培密度との関係性についての理解が深まり、栽培に関する科学的な

見方や考え方の育成につなげていくことができると考えました。

農業科－１「農業と環境」

（２）平成２４年度指導事例
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（２）平成２４年度指導事例

（５０分間）７ 学習の流れ

学習活動・学習内容 授業の実際

導

入

■生育データを比較するためにグラフを
作成する。 （写真１）
・標準区のグラフ
・対象区のグラフ

展

（写真１）収集したデータをグラフにまとめてい
■グラフから読み取れることを付箋紙に る様子
書き出す。

■各自が書き出した事柄とイネの生育の
。 （ ）変化とを関係づける 写真２

・分げつ数（茎数）の変化
・全長の変化
・イネの草姿の変化

分言語活動①【論述】 15

（写真２）グラフから読み取れることを付箋紙に
記入している様子開

■標準区と対象区とで生長の差が生じた
理由を考え、適切な栽培密度を明らか

。 （ ）にする 写真３
・標準区 ３本植え
・対象区 １本植え、５本植え

分言語活動②【説明】 20

（写真３）自分の考えを班員に説明している様子
■次時の学習内容を知る。ま
・適切と判断した栽培密度について考えと
たことが全体に伝わるように発表内容め
や発表方法を考える。

めあて
「生育データをもとに作成したグラフから読み取れるものをまとめるととも
に、イネにとって適切な栽培密度を考えよう 」。

評価規準①

評価規準②
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言語活動を充実させるための手立て ワンポイントアドバイス

○前時までに生育データをグラフにまとめ ○自分の考えを要約する時間を 分程度確15

ておくと読み取りに十分な時間をかけら 保します。その際、例文やキーワードを

れます。 提示すると論述しやすくなります。

具体的な指示○生徒が正確にグラフを読み取れるよう、

グラフに目盛りや凡例を付けさせます。 ○「調査部位ごとに標準区と対象区を比べ

○班内の発表は 一人２分程度で行います なさい」、 。

○１枚の付箋紙に１つの項目を記入させま ○「栽培に関する専門用語を使って記述し

す。 なさい」

「 」○ 大事だと感じた意見はメモをとりなさい

言語活動を充実させるための手立て ワンポイントアドバイス

○自分の考えをまとめるためのワークシー ○イネの生育状況に関する情報をグラフか

トを準備します。 ら読み取る学習活動では、思考を促す発

○個人からペアへ学習形態を変化させ、思 問が大切です。

考の活性化を図ります。 ○考えたことを要約する時、例文を提示す

○考えたことを付箋紙に記述させ、付箋紙 ることで考えがまとまります。

具体的な発問をもとに話合いを進めます。

○班で話合いが低調にならないように、各 ○最も伸びた時期はいつですか。

自が説明した後、質問や意見の時間を設 ○最も伸びた頃はどんな栽培管理をしまし

けます。 たか。

○気象状況と生育の変化と関連付けて何か

気づくことはありませんか。

言語活動を充実させるための工夫

イネの生育状況を具体的な数値を示しながら、論述することができる。

〈 〉【思考・判断・表現】 ワークシート・付箋紙

考えた過程や根拠について、栽培に関する基礎的・基本的な専門用語を用い、他者

ワークシート・付に伝わるよう説明することができる。 〈【思考・判断・表現】

【 】言語活動① 論述

【 】言語活動② 説明

評価規準①

評価規準②

（２）平成２４年度指導事例
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農業科 事例１のまとめ

授業者の感想

生育状況のグラフを分析して考察する学習活動は以前から実施していました。し

かし、生徒の考察内容は結果を示したものや学習活動についての感想が多く、考察

とはいえないものがほとんどでした。

今回の実践では、生徒が考えるためのテーマを明確に示し、自分の考えを出しや

すくするために付箋紙を使用しました。この実践では、自分の考えをまとめるため

に具体的に指示することや、考えが深まらない生徒への気付きを促す発問を行うこ

とが重要になります。授業の改善には、生徒が栽培に関する基礎的・基本的な知識

や技術を習得しつつ、実験や観察と関連付けることで、栽培環境や栽培管理と関係

付けた考察が可能になると感じました。今後はこのような学習活動を意図的・計画

的に学習指導計画に位置付け、科学的に自然事象を捉えることができるよう授業を

充実させていこうと考えています。

生徒の学習の様子（学習プリント）

観察データから適切な栽培密度の条件を決定し、その根拠として光合成と栽培密

度を関係付けて記述しています。これは、栽培過程で実施した観察活動から、イネ

の生育に必要な光が、近接するイネの影により遮られ、光合成が阻害されるかもし

れないことを班で導き出すことができたからだと考えます。

成果と課題

本単元の指導では、設定した栽培条件をもとに、収集した生育データこれまでの

をグラフ化し、読み取ったことをノートに書いてまとめていました。そこには「成

長が良かった」等の短い記述が多く、既習の知識と関係付けて根拠を明らかにした

ものはほとんどありませんでした。

今回、知識や技能を習得する学習活動に加えて、栽培に関する基礎的･基本的な

専門用語を用いて自分の考えをつくり、深めていく活動を行いました。当初、生徒

は自分の考えをつくることや考えをまとめることに難しさを感じていました。教師

の具体的な指示や発問をうけて、新たな視点で思考を深めていきました。

班で説明し合う活動では、内容について質問し自分の考えを確かめたり、自分の

考えを修正したりする姿が見られました。このことから、今回の言語活動は思考力

・判断力・表現力等の育成に有効であったと考えます。

今後は、栽培に関する基礎的・基本的な知識や技術を確実に習得したうえで、栽

培条件を複数設定し、生育の結果を予測したり、収量の結果をもとに農業生物に起

こった現象を考察したりする学習活動へ発展させることが必要です。

（２）平成２４年度指導事例
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事例２ 必要な栽培管理を考え討論し、発表する事例

ハクサイの栽培管理１ 単 元 名

２ 単元目標

○継続的にハクサイの観察を行い、記録することができる。

○観察活動からハクサイの生長を見取ることができる。

○ハクサイの生長にあわせた栽培管理を考えることができる。

３ 単元計画

次 程 学 習 活 動

一次( ) ハクサイの計測部位を決定し、観察及び栽培管理計画を立てる。2

二次( ) 栽培管理として中耕、除草、追肥の意味と効果を学び、圃場で栽培実6

習を進める。また、継続してハクサイの計測部位を測定する。

三次( ) ハクサイの観察及び計測部位の測定を実施する。2

生育状況の評価を行い、主体的に栽培管理を進める （本時）。

４ 本時の目標

一般的な生育状況及び栽培管理と観察・計測したハクサイの生育状況とを関係付

け、ハクサイにとって適切な栽培管理を考えることができるようにする。

５ 本時の手立て

１ ハクサイの観察を行い、調査部位の計測を行わせる。

２ 教科書に示す一般的な生育状況及び栽培管理計画と圃場で栽培するハクサイ

の生育状況及び栽培管理を関連付けさせる。

３ 今後の栽培管理について班で協議した考えをクラスで発表させる。

※「ハクサイの一生」についての学習を終え、栽培しているハクサイの生長を

継続的に観察している。

６ 本単元で実施する主な言語活動の意図

農業科では、プロジェクト学習法を用いた体験的・探究的な学習を通して科学的

な見方や考え方を育成します。農業生産の基礎科目「農業と環境」における科学的

な見方や考え方とは、生産性を高めるという課題解決のために、栽培する農業生物

の特性と栽培環境等を関連づけて考察することです。そのため、本単元では討論と

発表という言語活動を取り入れました。

具体的には、ハクサイの生育調査・観察の結果を整理・分析し、栽培管理の方法

を話し合い、ハクサイにとって適切な栽培管理をわかりやすく発表するといった、

言語活動を仕組みました。このように、毎日の観察活動を振り返り、他者と情報を

共有することで、ハクサイの生育状況の変化を確認し、今後の栽培管理の計画や方

法を合理的に考えることができるようになります。

農業科－２「農業と環境」

（２）平成２４年度指導事例
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（２）平成２４年度指導事例

（５０分間×２）７ 学習の流れ

学習活動・学習内容 授業の実際

導

入

■ハクサイの観察と計測部位の計測を行い
ワークシートに記録する。

（ ）写真１
・計測部位 ハクサイの葉の枚数

ハクサイの株の直径

■観察から栽培活動を振り返る。展

・苗の定植時、葉の展開時の留意点

（写真１）収集したデータを整理している様子

■観察したハクサイの生育状況から、現
時点で必要な栽培管理を考え班内で自
分の考えを発表する。

（ ）写真２
・ハクサイの生育状況の評価

■調査部位の生育の経過を確認する。
・現時点で必要な栽培管理

■今後必要な栽培管理を考え、ワークシ
ートに記入する。

分言語活動①【討論】 25
（写真２）自分の考えを班で発表し討論している

様子

■今後の栽培管理についてどのような管開
理が必要か考えをまとめ、班の考えを

。 （ ）クラス全体に発表する 写真３

・班のハクサイの生育状況
・今後必要な栽培管理

■他者の考えを参考に、自分の考えを練
り直す。

分言語活動②【発表】 20
（写真３）自分の考えを全体に発表している様子

■次時の学習内容を知る。ま
今後必要な栽培管理を圃場で実践する。と

め

めあて
「予測したデータと観察データを比較し、現時点で必要な栽培管理は何か
考えよう 」。

評価規準①

評価規準②
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言語活動を充実させるための手立て ワンポイントアドバイス

、○本単元ではハクサイの観察（全体観察・ ○観察・調査では調査部位を多く設定せず

。調査部位の計測）のための時間を確保し 特に変化が見られそうな部位に絞ります

ます。 ○仮説として栽培条件を複数設定し、仮説

○生育状況の変化を読み取るワークシート の検証を行う学習活動を設定すれば、さ

を準備し、データを記録させます。 らに授業が充実します。

○班員に、考えたことをまとめ、班で発表

具体的な発問させます。

○個人の発表時間は１分程度とし、その後 ○前回と比べて気が付いたことはありませ

質疑応答の時間を設定します。 んか。

○観察したハクサイの生育状況と教科書の ○ハクサイに今、何が起こっていますか。

図表を見比べ差異点を調べさせます。 ○あなたはどんなことに気を付けて栽培管

理を行いましたか。

○同じ時に苗を定植して、なぜ成長に差が

出るのでしょうか。

言語活動を充実させるための手立て ワンポイントアドバイス

○ワークシートの記述内容をもとに自分の ○班の意見をまとめて発表する際、まとめ

考えを発表させます。 る視点として例文を提示します。

具体的な例文○自分の考えと異なる考えについては、質

問したりメモをとらせます。 ○■班のハクサイの生長は予想と比べて△

○班内で司会者を決定し、班の意見を集約 △でした。なぜなら□□だからです。

させます。※司会者は交替制とする。 このことから○○することが必要だと考

えます。

言語活動を充実させるための工夫

ハクサイの生育状況と教科書の図表を照合し、自分の考えを根拠を示しながら伝え

ることができる。 〈 〉【思考・判断・表現】 ワークシート

【 】言語活動① 討論

【 】言語活動② 発表

評価規準①

評価規準②

今後必要となる栽培管理をワークシートに記述し、班員にわかりやすく発表するこ

とができる。 〈 〉【思考・判断・表現】 ワークシート

（２）平成２４年度指導事例
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農業科 事例２のまとめ

授業者の感想

野菜の学習では、野菜苗の定植と栽培管理の知識や技術を学び、実習でそのこと

を体得することをねらいとしています。日々の実習では、教師の指示で毎時間の栽

培管理が進み、生徒は、なぜ今そのような栽培管理が必要か、どの程度まで行えば

よいか、深く考えないまま実習を終えていました。そのため、本時は、ハクサイの

生育調査・観察の結果を整理・分析し、栽培管理の方法を話し合い、他者にわかり

やすく発表するといった、言語活動を仕組むことで生徒の思考は活性化しました。

今後は、生育データの収集を主にした観察活動に、栽培する環境の観察を加え、

野菜と野菜をとりまく環境が生育と密接に関係していることを理解させることが大

。 、 、切です 今後必要な栽培管理は何かを主体的に考え 判断できるようになることは

これからの栽培学習を進めていく上で必要な力になると感じました。

生徒の学習の様子（学習プリント）

枠内には追肥、中耕、除草といった日常の栽培管理に加えて圃場の水管理につい

ても考えを巡らし、定期的な栽培管理の必要性を記しています。一方、枠外には班

の討論を経て新たな視点に気付いたことを記しています。

成果と課題

今回、生徒が考えた栽培管理を班で討論し、班員の考えをまとめ、クラスで発表

する言語活動を行いました。班で栽培管理の内容や方法を討論し発表することで、

新たな気付きが生まれ、考えを練り直す様子が見られました。これは他班の発表を

聞き、自分の考えとの妥協点を見出そうとしている姿であり討論や発表が生徒の思

考を活性化した結果だと考えます。また、具体的な発問や例文提示は、生徒の思考

を整理し、農業生物の特性と栽培環境等を関連づけて考察することに有効でした。

「農業と環境」において栽培や飼育に関する学習を数多く体験的に学ばせるだけ

実験や実習、観察等の結果をもとに個人で考察したり、では不十分です。今後は、

話し合うための課題をテーマに、班で協議し、まとめるという活動も取り入れてい

栽培品目を単作ではなく、複数の品目を並かなければなりません。そのためには、

行して栽培したり、栽培条件を多様化したりするなどの工夫が必要になります。

（２）平成２４年度指導事例


